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摂南大学経済学部活動記録（2010年 4月～10月） 
   
① 摂南大学経済学部開設記念シンポジウム 
 9月5日に大阪ビジネスパーク円形ホールにおいて「摂南大学経済学部開設記念シンポジ
ウム～新しい経済成長と関西経済」が開催された。シンポジウムの模様に関しては本号掲
載の「摂南大学経済学部開設記念シンポジウム記録」を参照。 
 
② 地域経済研究会・観光経済研究会第１回合同研究会 
 2010年9月に、学内・学外での経済学部教員の共同研究活動を推進するために「地域経
済研究会」と「観光経済研究会」が設立され、代表にそれぞれ山根敬三教授と持永政人教
授、運営委員にそれぞれ牧野邦昭講師と野村佳子准教授が就任した。 
 第 1回の研究会は10月18日に、図書館 3階閲覧室において合同研究会として行った。 
なお、第 2回合同研究会は2011年 3月に開催される予定である。 
 
第１回合同研究会報告者 八木紀一郎 
＜報告要旨＞ 
「欧州地域政策の現状と理論」 
 EUに体現される欧州統合の拡大・深化のなかで、国家レベルをこえた「欧州地域政策」
が逆説的な発展をとげた。地域統合が均質な経済空間を生み出すならば地域政策は不要に
なるはずであるが、EUが拡大するごとに領域の異質性が増し、それに対して地域政策が政
治的に要求されたからである。EUが域内でヒト・モノ・サービス・資本の移動に制限のな
い単一市場に進んだときに「欧州地域政策」が整備されたのは偶然ではない。EUの公式用
語では「結束 cohesion」というあいまいな表現が用いられるが、単一市場による競争圧力
に対応して、構造的な問題をかかえる地域に対する援助が抱き合わせにされているのであ
る。 
 報告者は、市場統合と結束政策（地域政策および小規模な雇用政策）を抱き合わせに
するEUの政策体系は、「埋め込まれた自由主義」（J・ラギー）のネオ・リベラリズム版
（embedded neo-liberalism）と解するのが適当であると考えている。報告では、政治的に
導入・整備された地域政策の経済学的正当化をめぐる論争を紹介し、地域政策を市場統合
の経済的効率性と両立させる志向がその政策体系の基本にあることを指摘し、その政策上
の問題点を指摘した。 
 
参考文献： 若森章孝ほか編『EU経済統合の地域的次元』ミネルヴァ書房（2007年）第
14章「欧州経済統合と地域政策の意義」（報告者担当）、および報告者稿「EUの結束政策
の現段階」『現代の理論』第15号（2008年春季号） 
